
　n を正の整数とする。複素数 1z  ,  2z  ,  … を 

　　　　　　　　　　　 1z =a+bi  0a>0 ,  b 1>0  

　　　　　　　　　　　 +n 1z = nz +
1

2 nz 　 

で定める。ただし ,     は  の共役な複素数を表す。

　 nz = nr  0cos n 1+ isin n  とおくとき ,  次の問いに答えよ。

(1)    
.n *

lim =n 0  であること ,  及び  
.n *

lim nr  は発散することを証明せよ。

(2)    極限値  
.n *

lim
sin +n 1

sin n
  を求めよ。

(3)    極限値  
.n *

lim
+n 1r

nr
  を求めよ。
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